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■三栖公民館区統計情報 

(令和７年９月末) 

人  口：4,690 前月比：－４ 

世帯数：1,965 前月比：＋８ 

 

移 動 図 書 館(11月の予定) 

①11月20日(木) 

13時15分～14時45分 

三栖小学校 

②11月13日(木) 

10時20分～11時 

三栖コミュニティセンター 

◆ 三栖夏祭りの紹介 ◆ 

令和７年11月号 

 

実施日 

熊野古道を歩きませんか？ 

日 時：12月７日(日) ９時30分 バス出発～ ＊雨天の場合、中止することがあります。 

集 合：田辺市民総合センター 正面玄関前 

    ※お車でお越しの場合、総合センターの有料駐車場をご利用ください。 

行 程：切目駅～切目中山王子～岩代王子～千里王子まで 

距 離：約7.7km 所要時間：約５時間程度(バス出発から) 

：お弁当、飲み物、タオル、履きなれた運動靴、帽子など 

対 象：田辺市内在住の方  

：無料 

定 員：26人 定員に達し次第〆切とします。※申込者が一定数に満たない場合は中止。 

申込み：長野公民館 TEL:34-0022(三栖公民館 事務所)  

申込期間：～11月17日(月)16時まで 

 印南町“切目駅”から、みなべ町“千里王子”までを南下しながら歩くコースを予定し

ています。同行する語り部さんが史跡の解説もしてくださいます。市外の熊野古道を意識

して歩いたことがないという方にもオススメです！ 

月 時 12 ７ 日(日) ９ 30 分 田辺市民総合センターからバス出発 

主催：長野公民館 

◆ ～田辺市家庭教育支援講座～ ◆ 

◆ 「子育てのなかまの輪をつくろう」を開催します ◆ 

 同じぐらいの年の子どもを持つ親どうしが知り合いになり、安心して楽しく子育てができ

るようになる講座を開催します。 

■対象 就学前及び就学児(小学生)のお子様のいらっしゃる田辺市在住の保護者、 

    家庭教育支援に関心を持ち、子どもに関わる活動に携わっている方 

■定員 25名程度［先着］ 

■申込 11月21日(金)までに、下記へ電話でお申し込みください。また、一時保育を希望 

    される方は、その旨をお申し出ください。保育料は無料です。 

■問合せ 生涯学習課 公民館係(田辺市役所５階) 電話番号(0739)26-4908 

■講座内容  

回 日程 テーマ 内容 場所 講師 

１ 
令和７年12月14(日) 
10時～11時30分 

乳幼児期の 

子どもへの関わり 

学習会 

(講義形式) 

万呂コミュニティ 

     センター 
３階「大会議室」 

ちひろ助産院 助産師 

 大平
おおひら

 昌子
しょうこ

 氏 

２ 
令和８年１月18日(日) 
10時～11時30分 

「日本の伝統食『か

んぶつ』を次世代へ

～子どもたちへ一生

のプレゼント～」 

学習会 

(講義形式) 

市民総合センター 
２階「交流ホール」 

株式会社野田商店 代表取締役社長 

３時のかんぶつ屋さん オーナー 

 野田
の だ

 智也
と も や

 氏 

３ 
令和８年２月８日(日) 
10時～11時30分 

子どもの個性と 

才能発見について 

学習会 

(講義形式) 

市民総合センター 
２階「交流ホール」 

子育て診断士 
ファイナンシャルプランナー 

  小山
こ や ま

 葵
あおい

  氏 

４ 
令和８年２月15日(日) 
10時～11時30分 

学齢期における 

児童への関わり 

学習会 

(講義形式) 

万呂コミュニティ 

     センター 
３階「大会議室」 

スクールカウンセラー 

 木下
きのした

 和臣
かずおみ

  氏 

４ 

 ８月29日(金)に三栖夏祭りが開催されました。 

 これは衣笠中学校の学社融合推進事業『ミニ町内会』活動の

一つとして、中三栖地区在住の生徒が主体となって取り組んだ

ものになります。参加された方にとって、夏最後の思い出づく

りができたのではないでしょうか。  

 屋台の回転率や配置など、改善できそうな部分は来年度以降

に変えていきたいですね。 

 出店内容の検討会や調理の練習会にも熱心に取り組んでいま

した。 



  令和７年11月号 

３ 

◆ 三栖小学校の取組について ◆             
 10月５日(日)、第64回三栖幼稚園運動会を開
催することができました。前日までお天気の心配
をしていましたが、子どもたちのパワーで雨雲を
吹き飛ばしてくれました。 
 開会式では子どもたちによる開会宣言があり、元気いっぱい頑張ることを誓いました。 
 ２学期に入り約１ヶ月間、大きな体調不良もなく、一生懸命練習に取り組んできまし
た。初めのうちは、自分がダンスを踊ったり走ったりすることで精一杯だった子どもたち
でしたが、だんだん自分たちの運動会をどんな風にしていけば良いか考えられるように
なってきました。また、チームで力を合わせて頑張るにはどうすれば良いか、ダンスを
かっこよく見せるにはどんな動き方をすれば良いかなど、ひとりひとり考え、意見を出し
合って練習できるようになってきました。私たち職員は、その姿に子どもたちの限りない
力を感じ、こんなにも友だちのことを思い、助け合えるということに嬉しく思いながら支
援をしてきました。そして本番、その思いはきっと見に来てくださった皆様に伝わったの
ではないかと思います。いつもとは違う環境で、気持ちが高ぶったり緊張したりする子も
いましたが、このような機会を経験することで、またひとつ成長してくれると信じていま
す。 

☆ みんなで楽しく頑張った運動会 ☆  
４歳・５歳になったら 

三 栖 幼 稚 園 へ ！ 

令和８年度からの新入園児を募集していま

す！お気軽にご連絡・ご相談ください！ 

２ 

☆ 運動会がんばりました！ ☆ 

◆ 三栖幼稚園の取組について ◆ 

 10月12日(日)に、運動会を実施しました。天候の心配もありましたが、当日は雨が降

ることもなく、児童の元気な声が運動場いっぱいに響き渡りました。 

 今年のスローガンは「Do your best ! ～自分ができることを全力で～」。子どもたち

は、学年種目やダンスなどの練習を通して、互いに励まし合いながら力を伸ばしてきまし

た。本番では、勝敗に一喜一憂しながらも、最後まであきらめずに取り組む姿が見られ、

これまでの努力の成果がしっかりと発揮されていました。 

 運動会を通して、子どもたちは「仲間と力を合わせることの大切さ」「全力を出し切る

ことの素晴らしさ」を実感できたことと思います。とても素晴らしい運動会となりまし

た。 

 これからも、学校・家庭・地域が一体となり、繋がりを大切にしながら教育活動を進め

ていきたいと思います。 

 ノルディックウォーキングとは、フィンランド発祥の全身運動で、スキーのストックに

似たポールを両手に持って歩くフィットネス方法です。通常のウォーキングよりも腕や上

半身を積極的に使うため、より多くの筋肉を動かすことができ、効率よく運動効果を得ら

れます。年齢や体力を問わず誰でも楽しめる健康スポーツです。 

 健康づくりの第一歩として、ぜひ参加してみませんか？ 

日 程：令和７年11月14日(金) 13時30分～ 

場 所：三栖コミュニティセンター 大集会室での解説後、実践を予定！ 

対 象：どなたでもどうぞ！運動不足を感じている人、高齢の方、リハビリ中の方 etc… 

参加費：無料 

申込み：三栖福祉委員会 花村 篤司 090-9627-2268 又は 公民館 34-0022 まで！ 

    申込の〆切は11月10日(月)です。大勢のご参加をお待ちしています！ 

◆ ノルディックウォーキングをしてみませんか ◆ 

11月20日(木) ゲーム遊び 10時～  
昨年度はゲーム遊びをしました。 

今年度はボーリングや的あてを予定しています。 

 10月１日(水)～３日(金)、衣笠中学校２年生の生徒４名が職場
体験として三栖幼稚園に来てくれました。４名ともにとても優し

く、またよく気がついてくれる生徒さん達でした。体験の一環として、運動会の練習を手
伝ってくれました。園児達と鬼ごっこをしたりリレーをしたりして楽しく関わってくれま
した。本当に見ていて気持ちよくなるくらい一生懸命に取り組んでくれました。ありがと
うございました。 

☆ 職場体験 ☆  


